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臨時休業があけて 
１月１０日（月）に，本校の児童１名が新型コロナウイルス感染症に感染したことが確認さ

れたことを受け，呉市教育委員会及び保健所の指導のもと，翌日１１日（火）を臨時休業とし

校舎の消毒も終了しました。 

昨日１２日（水）には，子どもたちが元気に登校することがで

きたことを嬉しく思っています。また，子どもたちが不安を抱か

ないよう，臨時に放送朝会を実施し，以下のように話しました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送のあと，「こころとからだのアンケート」を実施しました。子どもたちの心にある不安

を見つけ，できるだけ早く取り除いていきたいと思います。 

 校長として，これ以上罹患者を出さないように新型コロナウイルス感染症対策を徹底する

ことと，罹患した児童が一日も早く元気になることを願うばかりです。 

保護者の皆様，引き続き朝の健康観察等へのご理解ご協力をお願い致します。 

 

※裏面に呉市スクールカウンセラー林先生のアドバイスを掲載しています。ご覧ください。 
 
 

【校長先生のお話】 

明立っ子の皆さん。おはようございます。昨日は，臨時休業でした。家でおとなしく過ごしてい

ましたか？自主勉強などがんばりましたか？昨日，どうして臨時休業にしたかというと，新型コロ

ナウイルスにかかった人が一人いたからです。これ以上病気にかかる人を増やしたくないので昨

日は１日お休みにしました。そして，校舎の消毒も行いました。 

みんなは病気やケガになった人がいたらどうしますか？どう思いますか？校長先生は「大丈

夫？」「早く元気になってね。」と思います。早く治ってねと心の中で祈ります。皆さんもいっしょ

だと思います。病気やケガをした人に，優しく接するのは人として当然のことですね。 

こんな時こそ，明立っ子の伝統である「あったか言葉やあったか行動」ができるといいですね。

高学年の人には分かると思いますが，声をかけなくても，そっとしておくこともあったか行動の一

つです。ふれられたくないこともあります。そっとしておくことも大切ですね。まちがっても，噂

話をしたりデマを広めたりすることは絶対にしないでくださいね。 

さて，病気にかかるのは，だれのせいでもありません。仕方がないことです。校長先生もいつか

かるか分かりません。でも，病気にかからないように努力をすることはとても大切です。これまで

と同じように「マスクを着けましょう」「給食は黙って食べましょう」「手洗いうがいをしましょ

う」「友達との距離をあけましょう」「換気をしっかりしましょう」がんばっていきましょう。 

 さあ，今日からおいしい給食も始まります。新型コロナ感染症対策をしっかり行い元気に過ごし

ていきましょう。この放送のあと，担任の先生からアンケートが配られます。今の気持ちを答えて

くださいね。 

 



・新型コロナウイルス感染症は今，誰が感染しても不思議ではない状況で

す。感染はウイルスによるもので，ご本人の責任ではありません。病気と

戦っている方の気持ちや苦しさ，不安感を想像し，偏見なく接してくださ

いますようお願いいたします。 

 

・感染者が誰か等の詮索や憶測を控え，不確かな情報や噂をＳＮＳ等で拡

散することは慎んで下さい。また，噂話やＳＮＳ等の不確かな情報に惑わ

されず，わからないことについては，学校に直接問い合わせてくださいま

すようお願いいたします。 

 

・今回のことで，お子様の中には，不安や心配等によりいつもと違う様子

を見せることがあります。特別なことではなく自然な反応です。いつもよ

り少し多めにゆっくり話を聴く，優しく接する，一緒にいてあげる等の工

夫で回復していきます。心配な時は学校にご相談ください。 

・安全な学校生活が送れるように，今まで以上に感染予防対策に取り組ん

でいます。安心して登校してください。 

 

・皆さんもこれまで以上に感染予防に気を付けてください。手洗い，うが

い，マスク，三密等に気を付けて一緒に取り組んでください。 

 

・噂話，誹謗中傷，ＳＮＳの情報を拡散させるなどは決してしないでくだ

さい。 

 

・「もし自分が感染したら…」と想像して，自分がかけてほしい言葉を考

え，みんなに優しい気持ちで接していきましょう。 

 

・体調不良やいつもと違う気持ちの変化，心配なことがあれば，いつでも

先生や大人に相談してください。 
 

 

保護者の皆様へ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

児童の皆さんへ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


